
　　　　　　　正常な細胞 HPV　　　に感染 　 　　　　　　　　　　　　　　　   　       　　　　　　がん細胞

   

一部が持続感染 　　　　　　　前がん病変(異形成）

子宮頸がん検診で要精密検査になったら
必ず精密検査を受けましょう！

子宮頸がんの原因の多くは、HPV（ヒトパピローマウイルス）の感染によるものです。 HPVは、皮膚や粘膜に存在するありふれたウイルスで性交渉経験のある女性の多くが感染すると言われています。

直ちに総合病院を受診してください
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感染しても多くの場合、
免疫力で排除され
正常な細胞に戻る

NILM

ＡＳＣ－ＵＳ

ＡＳＣ－ＵＳ以外の要精密検査

定期検診を受けましょうＨＰＶ陰性

精密検査を受けましょう

6か月後、婦人科を受診しましょう

ＨＰＶ検査の結果に関わらず、精密検査を受けましょう

（※一過性の感染が考えられます。持続感染の方は、約8％おられます。その後、

引き続き感染が続いているかを確認するために6か月後に婦人科を受診してください。）

（※ＨＰＶ感染は認められませんが、細胞の変化がみられます。その後、

細胞の変化が消えているかを確認するために6か月後に婦人科を受診してください。）
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